























5日下関出航ー 6日午前8時釜山着， 9時30分発ー 6日午後 7時40分京城着ー 7日午前8時30
分安東着ー 7日午後 2時奉天着， 3時15分発ー 7日午後11時44分長春着ー 8日午前8時ハルピン
着，午後9時発ー 9日満州着ー 10日チタ着ー 11日イルクーツ着ー 12日クラスノヤルスク着ー 13日









































ち， 23日にはパリに， 24日には再びベルリンに戻った。そこで， 3月 2日の帰国までを過した。
2. 当時のドイツに於ける女子体育
19世紀末から20世紀初頭にかけてのドイツの体育界は，メンゼンディーク， カルマイエル，メ
ンツレル (DoraMenzler)，ローデン (Hedwigvon Rohden)，ランガート (Louise
Langgard)，シュラーフホルスト，アンデルセン (HedwigAndersen)，ファルク (Elin
Falk)という 8女史に加え，舞踊家のダンカン姉妹 (IsadoraDuncan, Elisabeth Dun-
can)とウィグマン (MaryWigman) らが活躍していた。すべてが女性である。











































































練習内容は， 1. 解緊練習， 2. 振動練習， 3. 緊張練習， 4. 反衡（抵抗）練習， 5. 表
現練習となっている。













































3 （月） ＊ 
4 （火） I k＝カルマイエル
5 （水）
| L=ローエラント
6 （木） O* 
7 （金） IO* I M＝メンゼンディーク
8 （土）
゜9 (日） B＝ボーデ
10（月） 10 ＊ I W=ウィグマン
11（火）










＊ :1 I ＊ 
18（火） ＊ 
19（水） *' | ＊ 
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表 2 マリー・ウィグマンの作品年譜 (1914-1928) 







































1925 I ・スペイン風組曲のためのもう二つ I1925 
の踊り
・一連の「幻想」のために
1926 I・祭のプレリュード I 1926 
グループダンス





























































l) 山田敦子・田川典子「伊沢ヱイに関する研究 Cl)」， 東京女子体育大学紀要第16号，昭和
56年 3月。
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2) ヱイの日記より，伊沢やゑ子「伊沢ヱイの生涯」，参歩企画，昭和56年10月31日。








10) メンゼンディーク「女子の体育」 (Korperkultur des weibes)。
11) 二宮文衛門・今村嘉雄・大石峯雄「体育の本質と表現体操」， 目黒書店，昭和 8年12月
10日。
12) 昭和 3年12月16日日曜午後7時から，ベリーナ劇場にて， ウィグマンの公演をみる。
13) 「私の歩んで来た道」 （学校体育 8巻 8号），昭和30年8月。
14) （学校体育 8 巻 4•5•6•7•8•11 号），昭和30年 4~8 • 11月。
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0 マリー・ウィグマン著，河井冨美恵・林 悦子訳「舞踊の表現」 昭和51年 2月20日。
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